
第
１
回 

国
語
技
能
検
定 

バ
ー
ジ
ョ
ン
１
・
５ 

解
説
（
解
答
は
最
終
ペ
ー
ジ
） 

★
本
解
説
に
お
け
る
「
接
続
語
」
と
は
、「
関
係
を
表
す
言
葉
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。
品
詞
分
類
に
お 

 
け
る
「
接
続
詞
」
よ
り
も
広
い
意
味
。
ま
た
、
仮
定
条
件
な
ど
の
助
詞
の
働
き
は
因
果
関
係
に
含
め
て
い
る
。 

 

１
３
「
対
比
関
係
」
整
理
問
題 

  

こ
こ
に
書
か
れ
た
固
有
名
詞
は
全
て
架
空
の
も
の
で
あ
る
。
実
在
し
な
い
。 

 

内
容
的
知
識
が
な
く
て
も
、
関
係
性
の
操
作
に
よ
っ
て
形
式
的
に
相
応
の
意
味
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
言
語
の
特
徴
を
表
現
し
た
設
問
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
こ
の
問
い
が
「
異
な
る
」
も
の
、
す
な
わ
ち
「
相
違
点
」
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
す
る
（
設
問
の
読
解
＝
鉄
則
５
）。
そ
こ
で
、
共
通
点
は
カ
ッ
ト
し
て
考
え
て
よ
い
こ
と
に
な

る
。「
マ
ー
ケ
シ
ム
を
近
づ
け
る
」
が
共
通
点
だ
。
そ
れ
を
カ
ッ
ト
す
る
と
、
文
章
は
次
の
よ
う
に

な
る
。 

 

セ
リ
ト
リ
プ
チ
ン
と
い
う
薬
品
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ガ
ル
パ
ニ
ソ
ン
の
働
き
を 

／ 

無
効
化
す
る
が
、 

機
能
時
間
が
異
な
る 

パ
ル
ジ
チ
ソ
ン
の
働
き
は 

／ 

無
効
化
で
き
な
い
。 

  

こ
う
す
る
と
一
目
瞭
然
。―
―

部
が
、「
ア
は
Ａ
だ
が
、
イ
は
Ｂ
」
の
型
に
な
っ
て
い
る
。 

 

相
違
点
は
、
対
比
関
係
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
わ
け
だ
。 

 

答
え
は
、
必
然
的
に
「
１ 

ガ
ル
パ
ニ
ソ
ン
」
と
な
る
。 

 

な
お
、
こ
の
問
題
は
、
あ
る
新
聞
記
事
で
紹
介
さ
れ
た
問
題
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
作
成
し
た
。 

 

詳
し
く
は
、「
中
学
生 

正
解
率
９
％
の
「
一
文
読
解
」
を
ど
う
教
え
る
か
？
～
新
井
紀
子
氏
に

よ
るR

S
T

の
結
果
を
受
け
て
～
」
を
参
照
の
こ
と
。→
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１
４ 

「
因
果
関
係
」
整
理
問
題 

  

因
果
関
係
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
２
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。 

 

パ
タ
ー
ン
１
（
む
す
ん
で
た
ど
る
） 

 
 

パ
タ
ー
ン
２
（
た
ど
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
つ 

        

今
回
は
、
パ
タ
ー
ン
１
の
問
題
（
鉄
則
２
０
）。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
つ 

       

１
は
、
右
図
パ
タ
ー
ン
２
で
あ
る
。
犬
が
飛
び
出
し
て
き
た
。
だ
か
ら
僕
は
驚
い
た
。
だ
か
ら

み
ん
な
が
僕
を
見
た
。
と
い
う
流
れ
。 

 

ア 

イ 

ウ 

ア イ ウ 

五
時
ま
で
に
連
絡
が
な
け
れ
ば
待

ち
合
わ
せ
場
所
は
予
定
ど
お
り 

 

も
う
五
時
五
分
だ
が
、
連
絡
が
来

て
い
な
い 

 

待
ち
合
わ
せ
場
所
は
予
定
通
り
だ
ろ
う 

だから 

だから 

だ
か
ら 

だ
か
ら 

https://bit.ly/2J5bm2K


 
２
が
、
パ
タ
ー
ン
１
で
あ
り
、
正
解
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
つ 

       

３
は
、
二
文
目
ま
で
は
パ
タ
ー
ン
２
の
因
果
関
係
、
三
文
目
は
対
比
関
係
。 

 

４
は
、
パ
タ
ー
ン
２
だ
が
、
逆
に
た
ど
っ
て
い
る
（
ウ
イ
ア
の
順
）。
ラ
イ
ト
が
消
え
た
。
な
ぜ

な
ら
、
電
池
が
切
れ
た
か
ら
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
ス
ト
用
だ
っ
た
か
ら
。 

 

１
５ 

「
同
等
関
係
」「
対
比
関
係
」
整
理
問
題 

  

最
後
の
一
文
を
対
比
的
に
抽
象
化
す
る
（
く
ら
べ
な
が
ら
言
い
か
え
る
）
こ
と
が
大
切
。 

  

一
見 

 
 
 
 
 
 

よ
り 

 
 

百
聞 

 
 
 
 

の
ほ
う
が
価
値
が
あ
る 

 

  

自
分
の
目
で
見
る 

 

よ
り 

 
 

他
人
か
ら
聞
く 

 

現
実
・
現
場 

 
 
 

よ
り 

 
 

想
像
・
仮
想 

 

実
質 

 
 
 
 
 
 

よ
り 

 
 

言
葉
（
形
式
） 

 

直
接 

 
 
 
 
 
 

よ
り 

 
 

間
接 

 

身
体 

 
 
 
 
 
 

よ
り 

 
 

精
神 

 

 

こ
う
し
て
、関
連
す
る
反
対
語
へ
の
言
い
か
え
を
瞬
時
に
行
え
る
よ
う
訓
練
す
る
こ
と
が
肝
要
。 

 

こ
う
す
る
と
、
①
の
１
・
３
・
４
は
逆
で
あ
り
、
２
・
５
が
正
し
い
こ
と
が
す
ぐ
分
か
る
。 

 

①
は
、
抽
象
化
問
題
。
②
は
、
具
体
化
問
題
。 

 

一
般
に
、
具
体
化
問
題
の
ほ
う
が
難
解
で
あ
る
。
抽
象
化
が
正
し
く
で
き
て
い
な
い
と
答
え
ら

れ
な
い
か
ら
だ
。 

 

１
は
、「
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
聞
き
（
百
聞
）」
よ
り
も
「
被
災
地
を
こ
の
足
で
訪
れ
た
（
一
見
）」

を
評
価
し
て
い
る
た
め
、
不
適
。 

 

２
は
、「
友
だ
ち
の
言
葉
（
百
聞
）」
を
疑
っ
て
お
り
、「
の
ぼ
っ
て
み
て
、
な
る
ほ
ど
（
一
見
）」

と
実
体
験
を
評
価
し
て
い
る
の
で
、
不
適
。 

 

３
は
、
自
分
の
目
に
よ
る
直
接
的
な
観
察
（
一
見
）
よ
り
も
、
他
人
の
分
析
に
よ
る
間
接
的
な

予
報
（
百
聞
）
の
ほ
う
が
正
し
か
っ
た
と
い
う
例
で
あ
り
、
正
解
。 

 

４
は
、
自
分
が
実
際
に
訪
れ
て
得
た
情
報
（
一
見
）
は
部
分
的
で
あ
り
、「
た
ま
た
ま
訪
れ
る
」

よ
り
は
幅
広
く
被
災
地
を
当
た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
他
者
に
よ
る
報
道
（
百
聞
）
の
全
体
性
を
超

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
れ
も
正
解
。 

 

５
は
、
授
業
参
観
（
一
見
）
の
結
果
、
う
わ
さ
（
百
聞
）
が
否
定
さ
れ
た
形
で
あ
り
、
不
適
。 

 

第
１
回 

国
語
技
能
検
定 

バ
ー
ジ
ョ
ン
１
・
５ 

解
答
（
３
） 

 

１
３ 

１
０
点  

（ 

１ 
 

） 

 
１
４ 
１
０
点  

（ 

２ 
 

） 

 

１
５ 

６
点×

４ 

 

①
（ 

２ 
 

）（ 
５ 

 

） 

 

②
（ 

３ 
 

）（ 

４ 
 

） 

一
〇
歳
の
誕
生
日
に
は
特
別
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
る 

今
日
は
私
の
一
〇
歳
の
誕
生
日
だ 

 

今
日
は
朝
か
ら
特
別
な
わ
く
わ
く
感
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た だから 


